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平成２１年１１月１日 �
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み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
い
た
税
金

�
�
�
�
�
�
�
�
	　

国
、
県

が
徴
収
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
税

金
か
ら
人
口
割
合
な
ど
に
応

じ
て
交
付
さ
れ
た
お
金

�
�
�
�
�　

町
の
財
政
需
要
の

状
況
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�
�　

特
定
の
目

的
・
事
業
の
た
め
に
受
益
者

が
負
担
し
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�
�　

施
設
を
使

用
し
た
時
や
、
証
明
書
の
交

付
な
ど
で
支
払
わ
れ
た
お
金

�
�
�
�
�
�　

特
定
の
目
的
・

事
業
の
た
め
に
国
や
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金

�
�
�
�　

町
の
財
産
を
運
用
し

た
り
、
売
っ
た
り
し
て
生
じ

た
収
入

�
�
�　

一
般
的
な
寄
附
行
為
に

よ
る
収
入　

�
�
�　

基
金
や
特
別
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
た
お
金

�
�
�　

前
年
度
の
決
算
で
生
じ

た
余
剰
金

�
�
�　

右
記
の
収
入
科
目
に
含

ま
れ
な
い
、
そ
の
他
の
収
入

�
�　

町
が
大
き
な
事
業
を
行
う

た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
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議
員
・
各
種
委
員
・
特

別
職
の
報
酬
や
一
般
職
員
の

給
料
や
共
済
費
な
ど
と
し
て

支
払
っ
た
お
金

�
�
�　

行
政
に
係
る
一
般
的
事

務
処
理
や
管
理
運
営
に
使
っ

た
お
金
（
臨
時
職
員
の
賃
金
、

消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
修

繕
料
、
委
託
料
、
使
用
料
、

備
品
購
入
費
な
ど
）

�
�
�
�
�　

道
路
や
学
校
の
ほ

か
町
の
施
設
を
保
全
し
維
持

す
る
た
め
の
補
修
費
と
し
て

使
っ
た
お
金

�
�
�　

児
童
や
老
人
・
障
害
の

あ
る
人
な
ど
へ
の
援
助
費
等

の
福
祉
の
た
め
に
使
っ
た
お

金　

�
�
�
�　

各
種
団
体
や
広
域
事

務
組
合
・
企
業
会
計
へ
の
補

助
金
や
交
付
金
、
保
険
料
、

会
費
や
謝
礼
な
ど
と
し
て
支

払
っ
た
お
金

�
�
�　

町
の
借
金
を
返
済
す
る

の
に
使
っ
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　
　
　

　
　

財
団
法
人
設
立
な
ど
へ
の
出

資
や
貸
付
に
使
っ
た
お
金

�
�
�　

基
金
に
積
み
立
て
た
お

金　

�
�
�　

特
別
会
計
を
運
営
す
る

た
め
に
繰
り
出
し
た
お
金

�
�
�
�
�
�
�　

道
路
や
学
校

な
ど
の
建
設
事
業
や
災
害
の

復
旧
な
ど
に
使
っ
た
お
金
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1 億 2,237��78 億 5,606��79 億 7,843 万円�� �� �� �

378��4,850��5,228 万円��������	
��

��
�

��
�

��
�

�

153��1,595��1,748 万円���������	
��

0��6,722��6,722 万円��������	
��

0��1 億 5,226��1 億 5,226 万円��������	
��

401��13 億　700��13 億 1,101 万円��������	
��

0��1 億 4,089��1 億 4,089 万円� � � � � � � � 	 


96��1 億 3,801��1 億 3,897 万円��������	
��


339��9 億 6,882��9 億 7,221 万円� � � � � � � � 	 


853��6,563��7,416 万円� � � � � � � � 	 


1,751��8,826��1 億　577 万円��������	
��

△ 1,504 万円3億 5,850��3 億 4,346 万円

���

� � � �
��

��

��

�

△ 2億 　84 万円6億 2,936��4 億 2,852 万円� � � � �

△ 1億 6,524 万円33 億 2,415��31 億 5,891 万円����������

0 万円1億 1,063��1 億 1,063 万円� � � � � �
� � � � �

△ 350 万円1億 9,894��1 億 9,544 万円� � � � � �
� � � � � �

△ 2  億 2,254 万円154 億 7,018��152 億 4,764 万円�������

※公営企業会計（下水道事業、水道事業、病院事業）での赤字は留保資金を充当し、黒字となっています。
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財政構造の弾力化（余裕）を示すものであり、町村は
７０％程度が妥当とされています。支出のうち人件費や
物件費、公債費など、毎年必ず支払う経費を『経常的経
費』という。また町税や地方交付税など毎年常に入って
くる財源を『経常一般財源』といい、使い途が自由な経
常一般財源から経常的経費に充てられる割合が経常収
支比率です。比率が低い方が自由に使える資金が多い
ことになります。

1.3 ポイント昨年度より改善しました。主な
要因としては、経常一般財源収入である普通
交付税の増加と行革効果による人件費、物件
費、公債費等の減少が揚げられています。し
かし、その反面、補助費等で一部事務組合へ
の補助負担金の増加と後期高齢者医療事業に
おける町特別会計・県広域連合への繰出金が
新たに増加となっています。

�����
経常収支

比 率

町の財政力を示す指数で、１００％に近く、あるいは１００％
を超えるほど、財政に余裕があるとされています。普
通交付税算定による基準財政収入額を基準財政需要額
で割って得た数値の過去３年間の平均値をいいます。

昨年度と同じです。�����
財 政 力

指 数
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　平成１９年６月に公布された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』の規定により、平成２０年度決算に基づく
神河町の健全化判断比率及び資金不足比率について報告します。
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���������������
じっしつあかじひりつ

　一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。市町村（県）においては、財政規
模に応じ１１.２５％～１５％（３.７５％）以上で財政健全化団体に、２０％（５％）以上で財政再生団体となります。

���������          
れんけつじっしつあかじひりつ

　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。市町村（県）においては、財政規模に応じ１６.２５％～
２０％（８.７５％）以上で財政健全化団体に、３０％（１５％）以上〔経過措置として市町村は４０％〕で財政再生団体となり
ます。

��������         
じっしつこうさいひひりつ

　公債費（地方債の元利償還金）の水準を測る指標であり、地方公共団体財政健全化法に定められた指標の１つでもあ
ります。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来
から用いられてきた「起債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰出金のう
ち元利償還金相当分などが要素に加えられています。この比率が１８％を超えた場合、地方債を発行するためには国の
許可が必要になります。また、２５％以上になると財政健全化団体となり一部の地方債の発行が、３５％以上になると財
政再生団体となり多くの地方債の発行が制限されます。

�������        
しょうらいふたんひりつ

　地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。
　市町村（県）においては、３５０％（４００％）以上で財政健全化団体となります。

�������        
し き ん ふ そ く ひ り つ

　地方公共団体財政健全化法にて上記の４つの指標とともに定められており、公営企業会計の資金不足額の事業規模に
対する比率です。比率は各公営企業会計毎に算定することとされており、２０％以上で経営健全化団体となり、財政健
全化団体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

��������	 注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率
については、実質赤字額及び連結実質
赤字額がないので「―」と記載してい
ます。
　　実質公債費比率は、平成１８・１９・２０
年度の３ヶ年平均の比率となります。

注）資金不足が生じていない会計は、
　「 ― 」と記載しています。

財政再生基準早期健全化基準平成２０年度決算
20.014.90－実 質 赤 字 比 率
40.019.90－連結実質赤字比率
35.025.0022.8実質公債費比率

350.00195.3将 来 負 担 比 率

��������

経営健全化基準平成２０年度決算特別会計の名称
20.0－水 道 事 業 会 計
20.0－下 水 道 事 業 会 計
20.0－公立神崎総合病院事業会計
20.0－神崎休日夜間診療所事業会計
20.0－神崎介護老人保健施設事業会計
20.0－土 地 開 発 事 業 特 別 会 計

○資金不足比率　　　＝

○将来負担比率　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　＝１９５.３

資金の不足額
事業の規模

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方
債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準
財政需要額算入額）

２２,６６３,２１７－１４,９７０,７４３
５,１５１,３５５－１,２１４,０９９

○実質公債費比率　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　＝２２.８３９４９

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－（元利償還金・準元利償還金に係る基準
財政需要額算入額）

２,１１３,３４８－１,２１４,０９９
５,１５１,３５５－１,２１４,０９９

【単年度（２０年度）】

【３ヶ年平均】　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　３　＝２２.８
Ｈ１８年度　　Ｈ１９年度　　Ｈ２０年度
（２２.６５５０７　＋　２２.９８９５８　＋　２２.８３９４９）

○連結実質赤字比率　＝　　　　　　　　　　　　　＝　
連結実質赤字額
標準財政規模

－１,５００,０１１
５,１５１,３５５

（黒字は－表示）

○実質赤字比率　　　＝　　　　　　　　　　　　　＝　
一般会計等の実質赤字額

標準財政規模
（黒字は－表示）

�������������	
����
��������� （単位：千円）

－８５,8２０
５,１５１,３５５
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平成２１年１１月１日 �

　平成１８年度の学校教育審議会の答申を受けて「神崎中学校と大河内中学校を統合し、現大河内中学校
の敷地を拡張して、新たに統合中学校を建設」及び、「大山小学校（幼稚園）と粟賀小学校（幼稚園）を
統合し、現神崎中学校の敷地で新たに統合小学校（幼稚園）を建設」することに、平成２１年８月６日の
臨時議会で可決・承認されました。

　統合中学校は、平成２１年度に設計、平成２２年度に校舎を建設して、平成２３年４月に開校します。
　校舎の取壊し、グラウンド整備は開校後の平成２３年度上半期を予定しています。
　統合小学校（幼稚園）は、平成２１・２２年度に設計を行い、現神崎中学校舎の取壊し後の平成２３年度下
半期から２４年度に建設して、平成２５年４月の開校予定で準備を進めます。
　これらの統合は、対等な関係で新たな学校を設置します。

　中学校の統合に向けて統合準備委員会を設置し、学校関係、ＰＴＡ、区長会、民生児童委員、防犯補導
委員会等から推薦された委員により、統合に関する課題「校名、校歌、校章、制服、通学方法、通学路、
ＰＴＡ組織、学校行事、部活動等」について協議、検討し、スムーズに新たな学校がスタートできるよう
に準備を進めます。
　なお、統合準備委員会で決定したことについては、その都度お知らせします。またアンケート等を行う
場合はご協力をお願いします。
　統合小学校（幼稚園）についても同様に準備していきますので、ご協力をお願いします。

��������	
　

 制 服 等 ：平成２３年度に入学する生徒から統一し、調整期間を設ける予定です。
 通学関係 ：１.５Ｋｍまでは徒歩通学、４Ｋｍまでは自転車通学、４Ｋｍ以上はバス通学を予定。
　　　　　今後各区ＰＴＡの意見をお聞きして、決定したいと考えています。
　　　　　バス通学にかかる費用については全額公費負担を予定しています。
　　　　　徒歩、自転車の通学路については早急に検討し、お知らせします。
 部 活 動 ：現在ある部活動については、原則継続していく予定です。新たな部活動の設置等については協

議していきます。
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平成２５年度平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度

���������������������������������������

大山・粟賀
統合小学校
（幼稚園）
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平成２３年度平成２２年度平成２１年度

�����������������
神崎・大河内
統合中学校
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  　小学校６年生（１３９人）
  　中学校３年生（１４１人）
　　　　　　　　　　教科に関する調査問題：主として「知識」に関する問題（Ａ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主として「活用」に関する問題（Ｂ）
��������
　①全国（公立学校）や兵庫（公立学校）の平均正答率を基準とした本町の状況
　○小学校国語：
　 　 　　　　　
　○小学校算数：
            　　 　　
　○中学校国語：
 
　○中学校数学：
　　       　　  　

　②神河町の平均正答率や教科の領域別の状況
　○小学校国語：Ｂ活用「書くこと・読むこと」が、全国、兵庫と同程度。
    　全国、兵庫と同様に、活用問題に課題がある。
　○小学校算数：Ｂ活用「数と計算・数量関係」が、全国、兵庫をやや下回る。
　　活用問題Ｂ「数と計算、数量関係」領域に課題がある。
　○中学校国語：昨年度の課題「書くこと・読むこと」の領域など、大きく改善がみられる。
　○中学校数学：Ｂ：活用「数量関係」領域の改善を要する。
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　③学習習慣の形成（※　数値は全て「当てはまる」と「どちらかと言えば当てはまる」の割合）

【対象：学校】
保護者に対して家庭学習を促すよう働きかけた（％）

【対象：児童生徒】
家で自分で計画をたてて
勉強をしている（％）平成 20・21 年度質問紙

算数・数学国語
全国兵庫全国兵庫全国兵庫
90.489.190.688.352.050.7２０年度

小学校６年生
92.488.393.089.554.753.5２１年度
66.964.066.662.734.232.0２０年度

中学校３年生
70.169.869.867.037.935.6２１年度

※　神河町の（　）数値は２０年度
（100）85.8（100）85.8（47.6）64.0２１年度神河小
（100）50.0（100）50.0（26.6）45.4２１年度神河中

��������

　⑤今後の取組
　・算数・数学、国語の学習指導要領・領域別の課題の改善に、わかる授業の工夫とあわせて取り組む。
　・新聞などの資料から情報を収集したり、自分の考えをまとめたりできるよう学習や活動を工夫する。
　・教科の予習や復習の定着に向けて、家庭と連携を深め、家庭学習の工夫に取り組む。
　・各学校では、課題分析を踏まえ、系統的な指導計画を立て、継続的に取り組む。

　④児童生徒質問紙調査（主な項目）

平成２１年度平成２０年度比較

質　　　　問 中学校
３年生
（％）

小学校
６年生
（％）

中学校
３年生
（％）

小学校
６年生
（％）

全国
兵庫
神河

43.770.743.167.6全国
将来の夢や目標を持っていますか
　当てはまる 44.270.943.868.6兵庫

53.283.537.461.7神河
23.447.215.848.2全国今住んでいる地域の歴史や自然について関心が

ありますか
　当てはまる・どちらかといえば当てはまる

20.644.320.945.6兵庫
20.567.723.562.4神河
63.078.560.677.5全国

家の手伝いをしていますか
  している・ときどきしている 60.577.358.176.2兵庫

60.388.558.278.0神河
29.537.528.435.4全国

家で学校の予習をしていますか
  している・どちらかといえばしている 27.835.225.833.0兵庫

14.241.715.124.8神河
40.546.039.643.4全国

家で学校の復習をしていますか
  している・どちらかといえばしている 34.440.233.637.7兵庫

41.251.137.434.8神河

「Ａ：知識」は、全国・兵庫を上回る。
「Ｂ：活用」は、全国・兵庫を上回る。
「Ａ：知識」は、全国・兵庫を上回る。
「Ｂ：活用」は、全国・兵庫をやや下回る。
「Ａ：知識」は、全国・兵庫を大きく上回る。
「Ｂ：活用」は、全国・兵庫を大きく上回る。
「Ａ：知識」は、全国・兵庫を大きく上回る。
「Ｂ：活用」は、全国・兵庫を大きく上回る。

全国 69.9兵庫 70.7知識Ａ
小６国語

全国 50.5兵庫 50.9活用Ｂ
全国 78.7兵庫 79.2知識Ａ

小６算数
全国 54.8兵庫 54.8活用Ｂ
全国 77.0兵庫 77.2知識Ａ

中３国語
全国 74.5兵庫 74.0活用Ｂ
全国 62.7兵庫 64.7知識Ａ

中３数学
全国 56.9兵庫 57.9活用Ｂ
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任
期
満
了
に
伴
う
神
河
町
長
選

挙
を
、　

月　

日
（
火
）
告
示
、

１１

１０

　

月　

日
（
日
）
投
開
票
の
日
程

１１

１５

で
執
行
い
た
し
ま
す
。

　

尊
い
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

�
�
�
�
�
�
�

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
買
い

物
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
予
定
が
あ

る
方
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期　

間

　
　

月　

日
（
水
）
〜　

日
（
土
）

１１

１１

１４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
日
間

開
設
時
間

本
庁
舎
・
神
崎
支
庁
舎

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

長
谷
支
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

�
�
�
�
�
�
�

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
に

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
の
施
設
に
お
い
て
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
神
河
町
に
住
所
を
置
き

な
が
ら
、
学
生
や
勤
務
の
関
係
で

他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

も
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

（
市
役
所
・
役
場
）
に
お
い
て
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
投
票
は
、
郵
便
で
の
取

扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
、
数
日
間

の
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は　

月　

日
（
火
）
ま
で

１１

１０

早
め
に
ご
相
談
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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次
の
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、

自
宅
に
居
な
が
ら
郵
便
に
よ
り
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
次
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
手

　

帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
、
移
動

機
能
の
障
害
…
１
、
２
級
の
方

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
…

　
　

１
、
３
級
の
方

・
免
疫
の
障
害
…
１
〜
３
級

②
介
護
保
険
証
の
要
介
護
状
態
区

　

分
が
要
介
護
５
で
あ
る
方

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
行

財
政
改
革
の
ひ
と
つ
で
あ
る
投
票

所
の
設
置
に
つ
い
て
、「
投
票
所

の
均
衡
・
公
平
な
設
置
を
念
頭
に
」

協
議
を
重
ね
た
結
果
、　

月　

日

１１

１５

に
執
行
す
る
神
河
町
長
選
挙
か
ら

別
表
の
と
お
り
投
票
所
を
統
廃
合

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

投
票
所
ま
で
の
距
離
が
遠
く
な

る
な
ど
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
所
の
統
廃
合
に
伴

い
、
公
営
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設

置
数
も
約
半
数
の　

箇
所
と
さ
せ

９０

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
所
統
廃
合
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
送
迎
等
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
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投票所設置場所区　　　　名

作畑秀峰館新田・作畑１

越知谷アクティブセンター大畑・越知２

センター根宇野岩屋・根宇野３

神崎支庁舎山田・中村・粟賀町・
福本・加納・東柏尾・吉冨４

杉営農センター杉・大山５

猪篠集落センター猪篠６

役場本庁舎
貝野・寺野・柏尾・新野・
野村・比延・寺前・鍛治・
大河・上岩・高朝田

７

南小田小学校体育館宮野・南小田８

上小田活動促進センター上小田９

川上文化会館川上１０

センター長谷長谷・栗・渕１１
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���������
・期間　告示日の翌日から投票日当日まで
　　　　　　　　　　　　　　　（一人１回限り）
・方法　投票所入場券と同時に「町コミュニティ
バス１日バスポート引換券（１世帯３枚）」を
交付します。投票目的でバスを利用される際、
バス乗務員に提示すると、１日バスポート券と
引換えします。その当日は、バス乗り放題とな
りますので、有効にご利用下さい。なお、無投
票となった場合は、利用できません。
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・対象者　同一世帯内の者（同居含む）の送迎が
不可能であること等の用件があります。
・期間　投票日当日のみ
・時間　午前８時３０分から午後５時まで
・方法　希望される方は、地区民生委員さん経由
で町選挙管理委員会へ申込みして下さい。

��������	
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��
・対象者　車椅子、ストレッチャーを利用されて
いる方
・期間　期日前投票期間のうち平日のみ
・時間　午前８時３０分から午後５時まで
・方法　希望される方は、直接、町社協
　　　　（�３２－２３０３）へ申込んでください。

　概要は以上のとおりですが、詳しくは、選挙前
に送付するチラシ（投票所入場券封筒に同封）を
ご覧下さい。
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「
み
な
さ
れ
る
差
別
・
な
ぜ
部
落
を
避
け
る
の
か
」
の
講

演
で
、「
部
落
差
別
に
つ
い
て
多
く
の
市
民
は
無
関
心
で
あ

る
。
し
か
し
、
差
別
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
か
と
い
え
ば
そ

う
で
は
な
く
、
自
分
が
同
和
地
区
出
身
者
の
よ
う
に
見
ら
れ

た
く
な
い
と
の
忌
避
意
識
が
結
果
と
し
て
部
落
・
部
落
出
身

者
を
孤
立
さ
せ
、
こ
の
忌
避
意
識
の
構
造
は
忌
避
の
対
象
を

拡
大
さ
せ
て
い
る
。」「
一
方
、
忌
避
す
る
（
差
別
す
る
）
基

準
は
外
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
く
自
分
の
中
に
あ
る

基
準
で
あ
る
以
上
、
正
し
い
認
識
や
科
学
的
な
人
間
観
で
自

分
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
転
勤
で
●
●
県
の
▲
▲
地
区（
▲
▲
地
区
は
同
和
地
区
で

す
）
に
移
り
住
ん
だ
夫
婦
に
子
ど
も
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

子
ど
も
は
部
落
（
同
和
地
区
）
出
身
者
で
す
か
？
」「
部
落

差
別
が
土
地
に
関
わ
る
差
別
だ
と
す
れ
ば
、
住
所
地
を
本
籍

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
現
在
、
私
も
あ
な
た
も
、
少
な
く

と
も
親
の
意
思
（
ま
た
は
自
分
の
意
思
）
で
同
和
地
区
出
身

者
に
な
る
こ
と
も
、
同
和
地
区
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
す
。」「
あ
な
た
は
大
根
を
買
う
と
き
、
そ
の
大
根
が
同

和
地
区
で
と
れ
た
か
ど
う
か
な
ん
て
調
べ
て
買
い
ま
す
か
？

こ
ん
な
差
別
意
識
の
カ
ラ
ク
リ
を
知
っ
た
あ
な
た
は
、
区
別

す
る
基
準
の
な
い
部
落
差
別
が
、
い
か
に
根
拠
の
な
い
も
の

で
あ
る
か
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」

　

喫
煙
が
常
識
の
世
間
か
ら
、
禁
煙
が
常
識
と
さ
れ
る
世
間

が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
次
は
『
人
権
の
世
間
』
を
し

か
っ
り
と
つ
く
っ
て
い
く
と
き
で
す
。

■今年度は、青少年健全育成大会と人権のつどいを合同で開催します。
■子どもたちの主張あり、お笑い口演あり、お誘い合わせのうえ、是非ご来場ください。

《講師プロフィール》
　１９５１年大阪市生野区生まれ。
　元来、落語家になりたかったが「芸人はかたぎの仕事では
ない」とのこだわりから、サラリーマンや家業の手伝いをす
るが、奈良の夜間中学設立に関わり、「やりたいことをやるべ
きだ」と教えられ、２６歳で落語家となる。また夜間中学設立
運動に関わる中で学んだ人権感覚を生かして、「新ちゃんの
お笑い人権高座」を口演（大好評）。日本全国、北は北海道
から南は九州鹿児島まで（本当に！）、人権講演会で駆け回っ
てます。
・７８年、林家染三師に入門、林家さん二となる。 
・８３年、露の五郎師に入門、露の新次となる。 
・９１年、露の新治と改める。
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平成２１年１１月１日 ��
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平
成　

年
４
月
か
ら
保
育
所
に

２２

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の
入
所
申

込
み
を　

月
２
日
（
月
）
か
ら
受

１１

付
し
ま
す
。

　

年
度
途
中
か
ら
の
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方
も
受
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
入
所
さ
れ
て
い

る
園
児
で
、
引
き
続
き
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
、
再
度

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
対
象
者

　

０
歳
〜
５
歳
児
（
月
齢
に
つ
い

て
は
、
各
保
育
所
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。）

基　

準

　

両
親
が
家
庭
外
（
内
）
労
働
、

母
親
の
出
産
、
病
人
の
介
護
、
家

庭
の
災
害
等
に
よ
り
児
童
を
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
方
。

必
要
書
類

・
入
所
申
込
書
（
裏
面
に
就
労
状

況
証
明
・
母
子
手
帳
の
写
し
等
）

・
源
泉
徴
収
票
又
は
確
定
申
告
書

の
写
し

提
出
先

住
民
生
活
課
、
神
崎
支
庁
舎
、
長

谷
支
所
（
申
込
用
紙
は
各
所
又
は

神
崎
保
育
園
、
寺
前
保
育
所
に
あ

り
ま
す
。）

締
め
切
り

　

月　

日
（
月
）
※
定
員
を
満
た

１１

３０

し
て
い
な
い
場
合
は
、
締
め
切
り

後
も
随
時
受
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課　�

３
４
―

０
９
６
２

平
成　

年
度
（
参
考
）

２１

　
　

寺
前
保
育
所　

神
崎
保
育
園

定　
　

員　
　

名 

　

名

３０

６０

開
所
時
間　

７
時
か
ら　

時
ま
で

１９

延
長
保
育　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１８

１９

　
　
　
　
　
　
（
１
回
１
５
０
円
）

一
時
預
か
り　

あ
り

　
　
　
（
保
育
所
へ
直
接
申
込
み
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
４
月
か
ら
入
園
を
希

２２

望
さ
れ
る
方
の
入
園
願
書
を
受
付

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、　

月
上

１１

旬
に
入
園
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
入
園
さ
れ
て
い
る

園
児
に
つ
い
て
は
手
続
が
不
要
で

す
。

対
象
者

　

町
内
に
在
住
す
る
幼
児
で
、

・
５
歳
児
（
年
長
）

　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１６

　
　

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１７

・
４
歳
児
（
年
少
）

　

平
成　

年
４
月
２
日
〜

１７

　
　

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１８

必
要
書
類

　

入
園
願
書
（「
入
園
案
内
」
が

届
か
な
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。）

提
出
先

　

幼
稚
園
、
教
育
委
員
会
教
育
課

（
学
校
教
育
係
）、
神
崎
支
庁
舎

（
地
域
局
）、
長
谷
支
所

問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
係

　

�
３
４
―

０
２
１
２

�
�

�
�
�
�
�
�
�
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支
給
額
の
引
き
上
げ

　
　

月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
る

１０
方
か
ら
、
支
給
額
を
４
万
円
引
上

げ
、
原
則　

万
円
と
な
り
ま
す
。

４２

※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す

る
病
院
な
ど
に
お
い
て
出
産
し

た
場
合
に
限
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
は　

万
円
と
な
り
ま

３９

す
。

支
払
方
法
の
変
更

　

か
か
っ
た
出
産
費
用
に
出
産
育

児
一
時
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
原
則
と
し
て
医
療
保
険

�
　

月
１
日
か
ら
新
し
い
国
民

１２
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
か
わ
り

ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
公
民
館
等
で
更

新
の
手
続
き
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
人
確
認
が
正
確
に
で
き
な
い
場

合
や
代
理
人
の
場
合
な
ど
で
、
第

三
者
に
被
保
険
者
証
が
渡
る
と
い

う
事
案
が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
今
回
、
後
期
高
齢
者

医
療
証
と
同
様
に
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
ご
自
宅
に
郵
送
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
普
通

郵
便
で
世
帯
ご
と
に
封
筒
に
入
れ
、

　

月
下
旬
送
付
の
予
定
で
す
。
古

１１い
被
保
険
者
証
は
、
役
場
に
返
却

い
た
だ
く
か
、
も
し
く
は
氏
名
、

住
所
等
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
や
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
は
早
急

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
被
保
険
者
証
の
再
交

付
な
ど
に
つ
い
て
も
、
窓
口
で
来

ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
が
で
き
な

い
場
合
や
第
三
者
が
手
続
き
に
来

ら
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
郵
送
に

よ
り
交
付
す
る
予
定
で
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、　

歳
以
上
の
方
が
加
入

７５

し
て
お
ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

証
は
７
月
で
更
新
が
終
わ
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
度
の
更
新
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

住
民
生
活
課
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者
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が
病
院

な
ど
に
直
接
支
払
わ
れ
る
仕
組
み

に
変
わ
り
ま
す
。

　

今
後
は
原
則　

万
円
の
範
囲
内

４２

で
、
ま
と
ま
っ
た
出
産
費
用
を
事

前
に
用
意
し
な
く
て
も
よ
く
な
り

ま
す
。

※
出
産
費
用
が　

万
円
を
超
え
る

４２

場
合
は
、
そ
の
差
額
分
は
退
院

時
に
病
院
な
ど
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。
ま
た
、　

万
円
未
満

４２

の
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
を
役

場
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課

�
３
４
―

０
９
６
２
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
年
間（
毎
年
８
月
〜
７
月
末
）

に
お
支
払
い
の
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
自
己

負
担
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

申
請
に
つ
い
て
の
留
意
点

　

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る

場
合
に
は
、
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
支
給
の
対
象
と
な
る
被

保
険
者
の
方
に
は
、　

月
頃
に
お

１２

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
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法
定
外
公
共
物
は
、
道
路
、
河

川
、
湖
沼
等
の
公
共
物
の
う
ち
、

道
路
法
、
河
川
法
等
の
法
律
の
適

用
（
準
用
を
含
む
）
を
受
け
な
い

も
の
で
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
は
、
里
道
（
赤
線
）
や
農
道
、

水
路
（
青
線
）、
農
業
用
水
路
等
が

あ
り
、
多
く
は
国
か
ら
神
河
町
に

譲
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
公

共
的
機
能
を
失
っ
て
い
る
等
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
と
用
途
廃

止
・
売
払
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

機
能
を
失
っ
て
い
る
法
定
外
公

共
物
に
つ
い
て
は
、
用
途
廃
止
の

う
え
、
売
払
い
を
推
進
し
て
い
ま

す
の
で
、
住
居
地
や
倉
庫
等
用
地

と
し
て
す
で
に
占
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
や
、
土
地
取
得
に
際
し
て

売
払
い
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
用
途
廃
止
に
か
か
る
境

界
確
定
、
測
量
、
登
記
費
用
は
、

申
請
者
ご
自
身
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

地
籍
課
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（
シ
カ
は
３
月　

日
ま
で
）

１５

　

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
期
間
中
は
、
町
外
の
ハ

ン
タ
ー
も
た
く
さ
ん
山
へ
猟
に
入

ら
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、
山
菜
狩

り
等
で
山
へ
入
ら
れ
る
場
合
は
、

目
立
つ
服
装
で
入
山
し
て
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課

�
３
４
―

０
１
８
５
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民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、
兵
庫
県
西
・
北
部
豪
雨
災
害

の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
８
月　
２２

日
に
開
催
し
た
「
こ
ど
も
虐
待
の

理
解
と
対
応
」
と
題
し
た
協
力
委

員
と
の
合
同
研
修
会
に
お
い
て
義

援
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
４
４
、

０
５
０
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
委
員
各
位
の
ご
協
力
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
佐
用
町
及
び

宍
粟
市
の
災
害
対
策
本
部
に
、
８

月　

日
付
け
で
半
額
２
２
、
０
２

２６
５
円
ず
つ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

国保（後期）＋介護保険
（７０歳未満を含む世帯）

国保（後期）＋介護保険
（世帯の内７０歳～７４歳）

126 万円（168 万円）67 万円（89 万円）現役並み所得者
（上位所得者）

67 万円（89 万円）56 万円（75 万円）一 般

34 万円（45 万円）
31 万円（41 万円）低 所 得 �

19 万円（25 万円）低 所 得 �

��������	
���	


※平成２１年度については、平成２０年４月～平成２１年７月末の
　１６か月分となるため、（　）内の額を適用します。
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こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
の
保
険

料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対

す
る
保
険
料
の
収
納
義
務
は
、
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年

金
推
進
員
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

姫
路
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
平

成　

年　

月
よ
り
民
間
業
者
で
あ

２０

１０

る
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株

式
会
社
が
こ
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
委
託
を
受
け
た
民
間
業
者
に
は
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

目
的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
洩
、

複
写
等
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な

安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま

す
。

○
委
託
を
受
け
た
民
間
業
者
が
保

険
料
を
収
納
す
る
際
は
、
必
ず

お
客
様
が
保
険
料
の
納
付
書
を

お
持
ち
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
保
険

料
の
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
か
ら
、
民
間
業
者
が
現
金
を

お
預
か
り
し
、
領
収
書
の
発
行

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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平成２１年１１月１日 ��
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地域の話題、イベントがありましたら情報センター（� 32 － 2752）
までお知らせください。
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　去る９月１４日（月）、兵庫県公館において「平成２１年度兵庫県高齢者の集い」が開催され、その
席上で新田老人クラブ及び大川原老人クラブの２つのクラブが、日頃の地域活動等が特に優良な老
人クラブとして表彰されました。
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　９月１１日から１４日の４日間、兵庫土建神崎分会（分会長　前川光義さん・会員１１７名）が、神崎・中
播磨木造インターンシップとして、日本工科専門学校、龍野北高校、東播工業高校から２２名の学生を受
け入れ、延べ５９名の大工がボランティアで日本古来の在来工法の技術指導を行いました。
　この事業は、産官学連携による地域交流、活性化の促進と若年層の技術者育成を目的に実施されており、
５回目となる今回は岩屋区宮の下バス停待合所と防護柵を作成しました。
　参加した学生からは「教室での勉強だけでなく、実際に現場で作業をすることで道具の使い方から指導
してもらい、将来の夢に向かって貴重な体験ができました。」との意見があり、手作りの木製修了証を大
事に抱えていました。
　これまでも、分会では各学校や公共物の奉仕活動に携わり、関係者に大変喜ばれています。神崎分会の
ますますの活躍を期待しています。

優良老人クラブ県老連会長表彰
受賞団体：新田老人クラブ

優良老人クラブ県知事表彰
受賞団体：大川原老人クラブ
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　指示がないと何も出来ない子どもが増えてい
ます。
　スポーツは ｢次に自分が何をするべきか ｣を
想像する力を育て、自主性や積極性を高めます。

��������	
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��
　スポーツは、脳の前頭前野を刺激しコミュニ
ケーション能力をアップしたり、「がまんする
＝キレにくくする」能力を高めます。

����������	
��
　例えば、サッカーでシュートを打つときには、
どの位置で、どんな強さでボールをければゴー
ルに入るかを瞬間的に脳が計算します。これは
無意識に物理や動作力学をやっているのと同じ
で、スポーツでは自然に身につく能力が多いと
いわれています。

�３５－０５３６　 E-mail  onsui-p@kcni.ne.jp
HP   http://web.kcni.ne.jp/kamikawa-onsuipool/��������	
��	
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　９月号と１０月号ではスポーツが子どもの脳にイイとい
われる理由につい考えましたが、今回は子どもへのスポー
ツの効果について考えます。
（少年スポーツ情報誌 ｢スポーツジャスト ｣２００９．３月号から）

神河町教育委員会・体育指導委員会
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　子どもの頃からスポーツに親しむことは、か
らだと心にスポーツの楽しさを根づかせ、生涯
スポーツの種をまくことにつながります。
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　スポーツにも勉強にも上達するための大事な
要素があります。　　
　子どもの脳を活性化することで「このプレイ
をやるにはどうしたらよいか」「この問題を解く
にはどんな勉強をすればよいか」などを自分で
考え、ムダのない効率的な練習や勉強につなが
り、集中力も高まりま
す。こうした能力を身
につけた子どもはス
ポーツも勉強もできる
ようになるはずです。
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開 催 日　１１月１日（日）～１１月２８日（土）
募集レッスン　フリーレッスンスケジュール内『水中運動３０分』＊ウォーキング、アクアビクスなど
参 加 費　１レッスン６００円（別途利用料がかかります。ＨＰ割引あり！）
対 象 者　１６歳以上の方
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その①　水中での全身運動は、大脳を刺激しますので、頭の動きが良くなります。
その②　水の刺激により、皮膚が丈夫になります。
その③　浮力を受けて水平に運動するので下肢の発達が促進されます。
その④　無料体験を募集しています。いきなり入会するのが不安な方はまず無料体験をご利用ください。

教室開講曜日　水曜日１０：１０～１０：５５
月 会 費　６,３００円
対 象 者　生後８ヶ月～４歳までのお子さまと保護者の方
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その他次回の予定

実　施　日
受 付 時 間対　象　者行　事　名 と　こ　ろ

妊娠届、印鑑を
持参してくださ
い

１２月３日�
���������

１３：３０～１３：４５妊娠の届出をさ
れる方

母子健康手帳交付
（ 母 親 教 室 ） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内
　します

１２月１８日�
Ｈ２１．７．２４～　　
Ｈ２１．９．１８生まれ

１３：００～１３：３０生後３・４か月児
３ か 月 児 健 診
（及びＢＣＧ予防接種）

＊個別に案内
　します

Ｈ２２年１月２８日�
Ｈ２１．９．１９～　　　　
Ｈ２１．１１．２６生まれ

���������
１３：３０～１４：００

２・３か月児
Ｈ２１．７．２４～
　Ｈ２１．９．１８生まれ

も ぐ も ぐ 教 室
（離乳食教室） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

相談希望の方は
ご参加ください１２月４日�

���������
１３：３０～１４：３０

７か月児・１歳児
Ｈ２１．３月及び
　　Ｈ２０．１０月生まれ

す く す く 相 談
（乳幼児相談） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内
　します

１２月８日�
Ｈ１９．１０・１１月生まれ１３：３０～１４：３０２歳１・２か月児２ 歳 児 相 談

（むし歯予防教室）

＊個別に案内
　します

Ｈ２２年２月２４日�
Ｈ２０．６～８月生まれ

���������

神崎支庁舎（神河町保健センター）
１３：００～１３：３０１歳６・７・８か月児

Ｈ２０．３～５月生まれ
１ 歳 ６ か 月 児
健 診

Ｈ２２年１月２７日�
Ｈ１８．９～１１月生まれ１３：００～１３：３０３歳２・３・４か月児３ 歳 児 健 診

＊個別に案内
　します

１２月１６日�
Ｈ１７．１０～１２月生まれ１３：３０～１４：３０４歳児４ 歳 児 相 談

���������
９：００～１２：００一般住民

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 神崎支庁舎（神河町保健センター）
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　健康のためにと、筋力トレーニングやプールに
通い始めてはみたものの途中で挫折…続けること
の難しさを実感しています。
　しかし、このようなことは私に限らず多くの方
が経験されているのではないでしょうか。糖尿病
と診断され、運動が必要だと言われた方でさえ、
３割の方が運動を中断したという報告があります。
特に３０代、４０代の方の継続率が最も低く、時間が
ない、仕事で疲れるなどが理由にあるようです。
　実際、私の場合は運動する場所が自宅から離れ
ていたこと、運動する時間を作るのが負担になっ
たことが原因となっていました。せっかく運動を
始めても無理なことがあると長くは続かないもの
です。

��������	
��
��� 　時間の余裕がない方は特別な運動にこだわらず、
今の生活の中で活動量を上げてみましょう。
　例えば、拭き掃除を丁寧にしたり、洗濯物をこ
まめに片付けたりなど、日々の家事の中で意識し
て動くようにすることが考えられます。また、車
での移動が多い方は、駐車する場所をあえて遠い
ところにするなども工夫できそうです。このよう
に、生活を振り返ってみると無理なく出来ること
が見つかるかもしれません。
　また、運動を続けていくためには、ちょっとし
た目標を立てて、達成感を味わいたいものです。
できれば、具体的で達成しやすい目標を立てて、
自分だけのご褒美を考えておくと楽しく続けるこ
とができそうです。
　運動を始めようと思うとどうしても力が入りす
ぎてしまいます。まずは半年後の春に向け、生活
パターンに合った運動をボチボチ始めてみてはい
かがでしょうか。

※公立神崎総合病院小児科では、定期予防接種できません。
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�����������（５人分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①���はばらして、ゆでる。
②��はさっと、ゆでて３ｃｍに切る。
③��は、�と���をふり、
　しばらく置いて、水洗いする。（くさみがとれます。）
　�と�を入れた少量の湯でゆでて、皮をむく。
④����はすりおろす。
⑤���に����で味つけし、���を加え、
　沸騰してきたら����を加え、
　ひと煮立ちさせる。
⑥汁椀に��を入れ、⑤をそそぎ、��を添える。
　　　　　　　　　（いずみ会栄養講座レシピより）
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☆食物繊維の多い野菜を積極的に摂りましょう！
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　①感染力は強いが、多くの感染者は軽症のまま回
復

　②治療薬はタミフル、リレンザが有効
　③基礎疾患（糖尿病、ぜん息等）を有する者、妊
婦等は、重症化する可能性が高い

　④国民の大多数に免疫がなく、感染が拡大するお
それが大きい

���������	


　①死亡者や重症者の発生を出来る限り減らすこと。

　②医療機関の混乱を防ぎ、必要な医療機関体制を
確保すること。
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　実費徴収を原則とするが、軽減措置を検討中です。
　接種費用：合計６,１５０円
　　　　　　　（１回目３,６００円、２回目２,５５０円）
　　（２回目を１回目と異なる医療機関で接種する
場合は３,６００円）
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内　　　　容時　間月日

教養講座�
「福祉と人権」
　　　　兵庫県人権啓発協会　本田英子 先生

１０：２０　
～１１：５０

　

月　

日
�

１１

１２
趣味講座�
（俳句・短歌・色鉛筆画・民謡・園芸・
グランドゴルフ）

１３：００　
～１５：００

������

内　　　　容時　間月日

趣味講座�
（書道・民謡踊り・茶道・華道・園芸・
歌謡・野の花・若返り）

９：４５　
～１１：４５

　

月　

日
�

１１

２６
教養講座�
　「歴史を探る　たたら製鉄」
 　　　　　　　　　歴史研究家　村上紘揚 先生

１３：００　
～１４：３０

��� � � � � �

�第２回「瓢友会」作品展～瓢と遊ぶ～
�古布でリメイク「コスモスの会」作品展
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�ちぎり絵クラブ「たんぽぽ」作品展
�第２回「瓢友会」作品展～瓢と遊ぶ～
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【出演】中居正広　仲間由紀恵　笑福亭鶴瓶
　　　　草 　剛　上川隆也　　石坂浩二　他

�������

　本土防衛のために従軍していた清水豊松（中居正広）
は、終戦を迎え家族の元へと帰ってきた。平凡でも幸
せな家族との日々を営もうとしていた矢先、Ｂ・Ｃ級
戦犯として逮捕されてしまう。豊松の銃剣がアメリカ
兵捕虜の腕をかすめたというのだ。それだけのことに
もかかわらず、裁判で下されたのは死刑の宣告だった。
家族愛や人間の心の機徴をより丁寧に掘り下げた感動
的な人間ドラマ。

上映日時　１１月７日（土）神崎公民館大ホール
　　　　　１１月８日（日）中央公民館グリンデルホール
上映時間　両公民館とも
　　　　　�１０：００～１２：２０　�１３：３０～１５：５０
鑑 賞 料　大人　１,０００円  （前売券８００円）
　　　　　小人　  ５００円  （前売券・当日券とも）
前売券取扱場所（前売り券は両会場共通有効）
　中央公民館・神崎公民館・役場本庁（教育委員会）
　神崎支庁舎・センター長谷・かんざき大黒茶屋
問い合わせ　中央公民館　�３４－１４５０
　　　　　　神崎公民館　�３２－１６８１
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内　　　　　　容時　　間月　　日

あやめ学級・あじさい学級合同館外研修
世界文化遺産「法隆寺」・紅葉の名所「談山神社」拝観

 ７：３０頃出発
１６：３０帰着予定１１月１９日�
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作品展　１１月１日（日）・２日（月）・３日（祝）
　　　　　　　　　　　午前９時～午後６時まで
　　　　会場：神崎公民館・神崎体育センター
芸能発表　１１月３日（祝）　午前１０時～午後４時
　　　　会場：中央公民館グリンデルホール

会場：神崎公民館� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

１０：００～
１１月  ６日�　�

古 文 書 教 室
１１月２０日�　�

会場：中央公民館� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名

１９：３０～
１１月１０日� �

英会話教室（初級）
１１月１７日� �

１０：００～

１１月 １日� �
わんぱく音楽教室

１１月 ３日� �

１１月２８日� �ワクワク工作教室

１１月 ３日� �子ども茶道教室

９：００～１１月２１日� �楽 し い
お菓子づくり教室

�������

内　　　容月　日

「神河町寺社調査あれこれ」
　　　　　　神戸大学　黒田龍二 先生

１３：３０～
　　１５：００１１月２１日�

���������

日　時　１１月１日（日）午後０時３０分～３時まで

会　場　町役場南　ふるさと広場
　　　　　（雨天時）中央公民館グリンデルホール
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�������

新参者 東野　圭吾
凄い時代　勝負は二〇一一年 堺屋　太一
デパートへ行こう 真保　裕一
会話がとぎれない話し方　６６のルール
 野口　　敏
つい悩んでしまうがなくなるコツ 石原加受子
竜の道　　飛翔篇 白川　　道
ジャパン・プライド 江羽戸哲夫
風の王国 官兵衛異聞 葉室　　麟
ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ 辻村　深月
小さいころに置いてきたもの 黒柳　徹子
火天の城 山本　兼一

人間の運命 五木　寛之

 他１４冊

�������

太陽を曳く馬　上・下 高村　　薫
ともしびマーケット 朝倉かすみ
ころころろ 畠中　　恵
壷霊　上・下 内田　康夫
元気でいてよ、Ｒ２－Ｄ２。　　　　 北村　　薫
楠の実が熟すまで 諸田　玲子
プリズン・トリック 遠藤　武文
きのうの神さま 西川　美和

 他１２冊

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



五
月
闇
母
の
遺
影
の
動
か
ざ
り　
　
　
　
 
　

浅
田　

咲
子

ス
タ
イ
ル
の
よ
き
案
山
子
嬢
並
び
け
り　
 
　

上
野　

綾
子

束
の
間
の
晴
間
に
競
ふ
蝉
時
雨　
　
　
　
 
　

立
岩
つ
や
子

年
ご
と
に
墓
参
の
坂
道
遠
く
な
り　
　
　
 
　

田
中　

文
子

夏
休
み
孫
の
寝
息
の
そ
れ
ぞ
れ
に　
　
　
 
　

中
島
富
久
代

夕
蝉
の
鳴
く
ま
で
語
る
友
あ
り
て　
　
　
 
　

藤
原　

彰
子

涙
目
を
ふ
き
ふ
き
聞
き
し
法
師
蝉　
　
　
 
　

吉
岡　

幸
子

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



穂
が
た
れ
る
稲
田
の
中
に
稗
が
の
び

　

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
つ
き
出
し
て
お
り　
　
　

古
川　

雍
子

夏
の
日
の
鞆
の
浦
に
遊
び
来
て

　

石
だ
た
み
の
道
語
ら
い
歩
む　
　
　
 

　

佐
想　

克
代

さ
わ
や
か
な
夜
風
を
う
け
て
歩
む
と
き

　

満
月
高
く
道
を
て
ら
し
ぬ　
　
　
 

　
　

本
田
ふ
さ
ゑ

ハ
ト
三
羽
カ
ラ
ス
夫
婦
に
猿
二
匹

　

遊
ぶ
姿
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
る　
　
 

　
　

坂
元
八
千
代

座
布
団
を
二
枚
重
ね
て
二
つ
に
折
り

　

座
椅
子
と
な
し
て
卓
に
向
か
え
り　
　
 

鉢
木　

慶
子

�

�
�
�
�
�
�

目
で
追
ひ
し
秋
蝶
何
処
へ
飛
び
ゆ
か
む 

小
林　

厚
子

小
踊
り
し
納
屋
通
り
す
ぐ
秋
の
蝶 

竹
西　

教
子

絵
の
好
き
な
萩
の
主
は
車
椅
子 

中
島　

恵
子

離
れ
行
き
又
も
ど
り
来
る
秋
の
蝶 

松
本
や
ゑ
子

咲
き
初
め
し
萩
に
と
き
め
く
思
い
か
な 

中
野
く
に
ゑ

ひ
そ
と
咲
く
花
に
舞
い
舞
う
秋
の
蝶 

長
谷
川
素
山

�

�
�
�
�
�
�
�

三
行
の
記
事
と
な
り
た
る
事
故
の
跡

　

い
く
年
巡
り
て
ひ
ま
わ
り
の
咲
く 

澤
田
新
喜
子

戦
中
に
育
ち
し
我
は
こ
の
日
こ
そ

　

忘
れ
じ
と
し
て
平
和
を
祈
る 

中
野　

満
代

や
わ
や
わ
と
黄
金
柳
の
細
き
葉
よ

　
 
白  
南
風 
受
け
て
輝
き
揺
れ
る 

　
　

藤
原　

昭
夫

し

ら
 
は

え

汗
を
拭
く
タ
オ
ル
を
首
に
打
ち
水
す

　

貯
め
い
し
雨
水
エ
コ
に
一
役 

藤
原　

久
美

蒔
か
ぬ
種
生
え
ぬ
と
言
え
ど
百
合
の
花

　

野
山
の
荒
れ
地
に
白
白
と
咲
く　
 

　

森　

ま
さ
子

��������

����������

����������

������������

　刑務所で密室殺人―乱歩賞史上最強トリック交通
刑務所で発見された前へ倣え姿の遺体。現場は密室
――逃走した受刑者を追う県警が知る意外な事実。
　選考委員・東野圭吾氏も仰天の第５５回江戸川乱歩
賞受賞作。

������������� �������

　日本橋の一角でひとり暮らしの女性が絞殺された。
「なぜ、あんなにいい人が…」。周囲がこう声を重
ねる彼女の身に何が起きていたのか。
　着任したての刑事・加賀恭一郎は、事件の謎を解
くため、未知の土地を歩き回る。

���������

��������������

������������



平成２１年１１月１日 ��
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　　　　ねんねグループ　１０：００～１０：５５
　　　　あんよグループ　１１：０５～１２：００
����体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はにこにこ教室（�３５－０６７７）まで連絡してください。
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※グループ活動は途中入会もできます。各教室にお問い合わせください。

��������	
������������������������������
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� � � � � � �

���　１１月１１日（水）１０：００～１１：３０
���　大河内保健福祉センター
���　子育て中の保護者と子ども（おじいちゃん・
　　　　　おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
���　ダンス、わらべ歌遊び、絵本の読み聞か

せ等楽しい親子タイムです。１０月・１１
月・１２月生まれのお友だちのお誕生会も
あります。お店やさんごっこ遊びもします。

���　無料
���　お茶・買い物袋（エコバッグ・スーパーの
　　　　袋等）

にこにこタイム
赤ちゃんは、いい子でねんねです。

にこにこタイム
新聞紙遊び
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・季節の本の読み聞かせ

���������	
�

�����������	��


　身近な自然素材で、動物やクリスマス飾りを
作ります。
　一人ひとりの味わいあるオーナメントや手作
りのリースは、きっと宝物になりますよ。

����������

����������	
		�

���������	
�

　食いしん坊でぐうたらパンダのポーが住む谷
に極悪戦士のタイ・ランが刑務所を脱獄し戻っ
てくる。そこで伝説の戦士に選ばれたのはカン
フーおたくで全くド素人のポーだった。
　笑いと勇気あふれるカンフーアクションです。

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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指
定
・
種
別　
　
　

神
河
町
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
術
工
芸　

彫
刻

　

指
定
年
月
日　
　
　

平
成　

年　

月　

日

１９

１０

１６

　

所
在
地　
　
　
　
　

神
河
町
越
知
８
８
５
―

１

　

所
有
者
（
管
理
者
）
宗
教
法
人　

宝
寿
寺

　

製
作
年
代 　
　
　
　

平
安
時
代
後
期
（　

世
紀
）

１２

　

構
造
形
式　
　
　
　

木
造
（
桧
材
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

割
矧
造
（
内
刳
り
有
り
）、
彫
眼
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

像
高
９
８
・
４
�
、
彩
色

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

���
�

　

越
知
薬
師
堂
の
本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
の
左 
脇  
侍 
の
不
動

わ
き
 
じ

明
王
立
像
で
す
。
作
者
は
不
明
で
す
。

　

こ
の
像
は
、
各
部
や
体
躯
の
表
現
か
ら
、
全
体
に
平
安
時

代
終
わ
り
頃
の
不
動
明
王
立
像
の
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。

部
分
的
に
欠
損
し
て
は
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
の
平
安
時
代

後
期
の
不
動
明
王
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。



平成２１年１１月１日 ��
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新
田
ふ
る
さ
と
村
で
は
、
秋
の
千
ヶ
峰
登

山
を
行
い
ま
す
。
下
山
後
に
は
、
杵
つ
き
の

お
餅
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
秋

の
一
日
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
（
祝
）

１１

２３

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

申
込
み　
　

月　

日
（
土
）
ま
で

１１

２１

そ
の
他　

弁
当
持
参

問
い
合
わ
せ　

新
田
ふ
る
さ
と
村

�
３
３
―

０
８
７
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

自
然
、
農
業
、
伝
統
文
化
…
そ
し
て
人
、

魅
力
一
杯
の
地
域
展
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）

１１

２８

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

と
こ
ろ　

姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内　

容　

パ
ネ
ル
展
示
、
特
産
品
の
販
売
、

　
　
　
　

ト
ー
ク
＆
実
演
な
ど

問
い
合
わ
せ　

姫
路
土
地
改
良
事
務
所　

�
（
０
７
９
）
２
８
１
―

９
３
９
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�

�
�
�
�
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�
�
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�

�

�
�
�
�
�
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脳
出
血
の
後
遺
症
で
あ
る
高
次
脳
機
能
障

害
を
発
症
し
な
が
ら
、
医
師
と
し
て
、
母
と

し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
前
向
き
に

生
き
て
お
ら
れ
る
山
田
規
畝
子
先
生
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）

１１

２８

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

託
児
あ
り
。（
事
前
申
込
み
）

問
い
合
わ
せ　

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ん
ざ
き

�
３
２
―

１
９
１
０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
１
名
の
一
般
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

採 
用 
日　

平
成　

年
４
月
１
日

２２

応
募
資
格　

短
大
、
専
門
学
校
以
上
を
卒
業

　
（
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込
み
可
）
し
、
昭

２２

　

和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方

５６

募
集
期
間　
　

月　

日
（
金
）
ま
で

１１

１３

　
　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
応
募
資
格
の
わ
か
る
書
類
の
写

し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選 
考 
日　
　

月　

日
（
祝
）

１１

２３

選
考
方
法　

一
般
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

　

面
接

給 
与 
等　

当
協
議
会
の
給
与
規
定
に
基
づ

　

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
子

育
て
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
方
と
子
育
て
の

援
助
を
し
た
い
方
の
会
員
制
組
織
で
す
。

　

町
内
在
住
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
方
な

ら
年
齢
、
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課�３

４
―

０
９
６
２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

と　

き　
　

月　

日
（
日
）

１１

２２

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１２

３０

と
こ
ろ　

姫
路
市
中
播
消
防
署

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）
及

　
　
　
　

び
応
急
手
当

定　

員　
　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

２０

受
講
料　

無
料

申
込
み　

姫
路
市
消
防
局
消
防
課

�
（
０
７
９
）
２
２
３
―

９
５
５
７

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

　
　

月
１
日
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

１１
よ
っ
て
作
ら
れ
た
電
力
の
う
ち
、
使
わ
れ
ず

余
っ
た
電
力
を
こ
れ
ま
で
の
倍
程
度
の
価
格

で
電
力
会
社
に
売
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

買
取
価
格　
　

円
／
Ｋ
Ｗ
ｈ
（
設
置
用
途
や

４８

年
度
毎
に
異
な
り
ま
す
。）

買
取
期
間　
　

年
間

１０

そ 
の 
他　

買
取
費
用
は
、
電
気
を
使
用
す

る
全
員
で
負
担
し
ま
す
。
一
般
的
な
家
庭

で
１
ヶ
月
あ
た
り
数
十
円
〜
１
０
０
円
未

満
の
負
担
と
な
り
ま
す
。　
　

問
い
合
わ
せ

　

経
済
産
業
省
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課

�
（
０
３
）
３
５
０
１
―

１
５
１
１

（
内
線
４
５
５
１
）

　

ま
た
、
兵
庫
県
で
は
「
太
陽
光
発
電
相
談

指
導
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
太
陽
光
発
電

導
入
を
お
考
え
の
全
て
の
方
か
ら
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
、
太
陽
光
発
電
設
置
に
関
す
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
、
補
助
金
申
請
支
援
等
の

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

太
陽
光
発
電
相
談
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
０
７
８
―

３
７
１
―

６
０
０
０

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������
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�※２００９年９月３０日現在　外国人含む
　（　）は先月比
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す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
社
会

か
ら
愛
さ
れ
、
健
や
か
に
暮
ら
す
権
利
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
養
育
者
）
が

子
ど
も
に
対
し
て
、

○
暴
行
を
加
え
る
な
ど
の
「
身
体
的
虐
待
」

○
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
な
ど
の
「
性
的

虐
待
」

○
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
の「
ネ
グ
レ
ス
ト
」

○
暴
言
を
浴
び
せ
る
な
ど
の「
心
理
的
虐
待
」

　

を
加
え
る
こ
と
で
す
。

　

児
童
虐
待
か
も
し
れ
な
い
、
と
感
じ
た
り
、

発
見
さ
れ
た
と
き
は
関
係
機
関
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

姫
路
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

�
（
０
７
９
）
２
９
７
―

１
２
６
１

　

夜
間
・
休
日
（
０
７
９
）
２
９
４
―

９
１
１
９

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所

�
（
０
７
９
）
２
８
１
―

９
２
１
０

福
崎
警
察
署 　
　
　
　

�
２
３
―

０
１
１
０

住
民
生
活
課 　
　
　
　

�
３
４
―

０
９
６
２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
は
女
性
の
人
権

１１

１５

２１

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
で
す
。

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
等
の
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
女
性
の
人
権
問
題
の
電
話
相
談
窓
口

で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
厳
守
で
対
応
し
ま
す
。

�
（
０
５
７
０
）
０
７
０
―

８
１
０

受
付
時
間

　

強
化
週
間
中
：

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時
（
平
日
）

３０

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
土
日
）　
　

１０

　

通
常
：
午
前
８
時　

分
３０

　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時　

分（
平
日
の
み
）

１５

�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�

文
化
財
は
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

期
間
中
は
文
化
財
の
公
開
や
史
跡
め
ぐ
り
、

芸
能
発
表
な
ど
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

��
　

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
、
事
業
主
は
労
働
者
を
一
人
で
も
雇

い
入
れ
た
場
合
、
自
主
的
に
加
入
手
続
き
を

行
い
、
保
険
料
を
申
告
、
納
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

姫
路
公
共
職
業
安
定
所

�
（
０
７
９
）
２
２
２
―

４
４
３
２

　

姫
路
労
働
基
準
監
督
署

�
（
０
７
９
）
２
２
４
―

１
４
８
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

月　

日（
木
）午
後
１
時　

分
〜

１１

２６

３０

　

電
話
相
談
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�

　

月　

日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

１１

１３

　

神
崎
支
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

月　

日（
火
）　

午
前
９
時
〜　

時

１１

１０

１２

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　
　
　

�
３
２
―

２
４
２
１

�
�
�
�
�
�
�
�
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火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
私
た

ち
の
大
切
な
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
灰
に
し

て
し
ま
う
と
と
も
に
、
生
命
さ
え
も
奪
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
細
心
の
注
意
を
払

い
、
お
出
か
け
前
や
就
寝
時
に
は
、
も
う
一

度
火
の
元
の
安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
��

�
�
�
	


�
�


�
�
�
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�
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�
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①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

�
�
�
�
�
�

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

町
内
で
は
こ
の
期
間
中
、
消
防
団
を
中
心

に
防
火
パ
レ
ー
ド
、
家
庭
及
び
小
規
模
事
業

所
の
火
災
予
防
点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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